
工事名

（●印を適用）

1.

○ 該当する ● 該当しない

2. 別途工事

3. 現場の状況

4. 留意事項

⑩この工事は、建設リサイクル法の対象工事には該当しませんが、特定建設資材の再

⑪ 2026年7月18日～2026年8月24日は夏休みです。

現場説明書（技術的事項）

福山市立駅家小学校プレハブ校舎屋根防水改修工事

「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）」

第9条第1項に規定する対象工事

なし

設計図のとおり

①工事期間中は、周辺地域、児童、職員及び第三者の安全に細心の注意を払い、

　危険のないよう対策を講じてください。構内管理については学校管理者との協議

　・調整を十分に行ってください。

②工事中は学校運営と同時進行となるため、仮囲い等を設置し、事故のないよう十

　分注意してください。

③工事車両の出入り口と児童・学校関係者の出入り口が重複するため、大型車両等

　の出入りには必要に応じて交通誘導員を配置し、安全管理に努めてください。

④工事関係車両の駐車場については、学校管理者と協議を行い、安全に配慮した駐

　車計画を立ててください。

⑤墜落災害防止のため、親綱の設置場所は作業範囲をカバーし、移動中も常に安全

⑨ケレン作業やウレタン防水等の粉塵が発生する作業は、飛散防止措置を講じてくだ

　を確保できるように計画してください。

　さい。強風が想定される場合は、作業を中断するか実施しないでください。

⑥実施工程表を契約後14日以内に提出するとともに、速やかに施工計画書等の承諾

　を受けてください。

⑦本工事請負人は、地元企業・地場製品の活用に努めてください。

⑧ケレン作業により音の発生する作業や、ウレタン防水等のにおいの発生する作業は

　学校管理者と事前協議の上、生徒・職員に配慮して行なってください。

　資源化に努めるとともに、産業廃棄物は適切に処理してください。
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防水改修工事特記仕様書



提出仕様（　・　紙べース　　・　電子データ(情報共有システムの場合等）　　・ 　　　　　　)

１

［１.９.２］［表１.９.１］

改修標準仕様書　表１.９.１による

※

施工図完成図

一式（福山市竣工図電子データ作成要領による。）

ＣＡＤデータ（媒体（ＣＤ－Ｒ等）、データ形式等は監督職員の指示による。

電子データ提出

部

Ａ３判を２つ折りにして製本　　　　　部

速やかに次の図書を提出する

竣工図※

・

・

・

）（ ・※

・

提出部数（　　　　　）部

完成図 種類、記入内容等

※

・　外壁改修範囲

・　施工数量調査 ［１.６.３］［１.６.２］

章 項　目 章 項　目特記事項章 項　目 特記事項

Ver.2601

各
章
共
通
事
項

１
福山市建築改修工事特記仕様書

Ⅰ　工事概要

１．工事場所

３．工事種目

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

本工事は、法定外の労災保険を含んでいる。

官公署の手続き１．

２．施工中の安全確保

監理（主任）技術者３．

現場代理人及び監理（主任）技術者は、工事現場内において工事名、

４．別契約の関連工事との調整等

別契約の関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。

別契約の関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行う。

５．施工管理

※ 施工体制台帳の写しを提出する。

工期、写真、所属会社名及び証明印の入った名札を着用する。

　

施工図及び施工計画書

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する

保証書

・

・ 引渡し後点検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後

６．

７．

８．

・

・

・

ものとする。

引渡し後、次の点検を行う。（○印のついたものを適用する。）

備　　考

・

 工事区分

受注者は、発注者が行うとされている関係官公署への必要な手続きを代行する。

本工事の工期は、設備工事の工期及び工事検査期間として14日を含んでいる。

本工事は、交通誘導員として　 　 人を見込んでいる。

（官公署手続きは監督職員の承諾後とする。）

交通誘導員の配置については、実施伝票（原本）及び配置状況の分かる立会写真の撮影を行い監督職員に提出する。

本特記仕様書において、「監督職員」と記載があるものは「監督員」と読み替えるものとする。

Ⅲ　福山市建築改修工事仕様

・　技能士

とび作業・とび仮設工事

適用工事種類 職　種 技能検定の作業の種別

［１.７.２］

・ 一般事項 適用基準

図面、本特記仕様書、標準仕様書に記載のない事項は次による。

・

・

２．延べ面積 図示による。

（６）

営繕工事写真撮影要領（令和5年版）

建築工事標準詳細図（令和4年版）

への登録

登録 ［１.１.４］

・　する ・

・　工事実績情報シス

テム (コリンズ)

取扱い

書面の書式及び 情報共有システムの適用及び機能要件・ ［１.１.５］

　本工事は、インターネットを利用して、受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより、効率

化を図る情報共有システムの対象工事である。

　本工事で利用する情報共有システムは、「広島県工事中情報共有システム」とし、当該サービス提供者

との契約は受注者が行い、利用料を支払うものとする。

　運用に当たっては、「福山市発注工事における情報共有システム利用実施要領(建築工事)及び「情報共

有システム利用手引(建築工事)」によるものとする。

・　発注者指定型

　　共通仮設費として情報共有システムの利用料を見込んでいる。

　　受注者は、本システムを利用できない特別の事由がある場合は、工事着手までに当該事由を記載した

　工事打合せ簿を監督員に提出し、その承諾を得ることで本システムを利用しないことができる。

・　受注者希望型(契約時の請負金額が５００万円以上のものに限る)

　　工事費には情報共有システムの利用料を見込んでいない。

　　本システムの利用を希望する受注者は、工事着手までに工事打合せ簿により、監督員にその旨を

　申し出て、本システムを利用するものとする。

　 　その場合の請負金額の変更については、情報共有システムの利用料を共通仮設費に見込むものとし、

  本システムの利用を確認した後に変更契約を行うものとする。

・　遠隔臨場の実施

適用する・

遠隔臨場の適用及び実施内容

実施内容（　・　現場説明書による　　・　　　　　　　）

［１.１.14］

無し・・

実施工程表 概成工期・

有り（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）

［１.２.１］

報告に用いる書式等　・　工事の記録等

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・

・

現場説明書による

「営繕工事写真撮影要領による工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編　令和５年版」

・ 着手前・工事中写真

撮影仕様

提出仕様

提出部数

（

（

（

※

※

Ｌ判程度（カラー）

Ａ４判印刷、若しくはＡ４判写真帳

１部

）

）

）

・

※

改修標準仕様書１.２.４（４）により整備する工事写真については次による

［１.２.４］

・　電気保安技術者

・

配置

する ・

［１.３.３］

・　施工条件 ・　施工順序 

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　工事用車両の駐車場及び資機材の置き場所 

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・

・

・ 週休二日適用工事（ ・ 現場説明書による ）

・ 現場説明書による

この限りでない。

・

作業時間は、原則午前８時から午後５時までとし、通学時間帯を考慮する。

日曜日及び祝日に作業を行わない。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、

・　改修標準仕様書１.３.５（１）から（３）まで以外の施工条件

［１.３.５］

・　発生材の処理等

工事現場において再利用及び再資源化を図るもの

発注者に引渡しを要するもの

現場説明書による・

・

・現場説明書による・

特別管理型産業廃棄物の種類及び処理方法・

・現場説明書による・

・

処理等

（　・　管理型最終処分場で処理　　・　再資源化）

（　・　製造業者へ処分委託　　・　管理型最終処分場で処理）

・　PCB含有シーリング材の分析調査（　・　行う　　・　　　　　　）

・　石綿含有せっこうボード、ひ素・カドミウム含有せっこうボード以外のせっこうボードの処理

・　ひ素・カドミウム含有せっこうボードの処理

・　PCB含有シーリング材の撤去　　（　・　行う　　・　　　　　　）

・　特別管理産業廃棄物の分析調査 （　・　行う　　・　　　　　　）

※ 建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター

施 工 計 画 時 工 事 完 了 時

搬 入

搬 出

再 生 資 源 利 用 計 画 書

再生資源利用促進計画書 再生資源利用促進実施書

再 生 資 源 利 用 実 施 書

※

なお、本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。

計画書（実施書）を提出する。なお、これにより難い場合は、監督職員と協議する。

　また、建設リサイクル法に規定する建設資材を搬入（搬出）する場合は、次表により

　本工事は登録対象工事であるため、受注者は、施工計画時、工事完了時及び登録情報の変更が

本工事で発生する建設廃棄物のうち、広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物については、

広島県産業廃棄物埋立税が課税される。

生じた場合は、速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。

［１.３.12］

の調査 

・　石綿含有建材

※　石綿含有建材の事前調査 

工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

調査

・　分析による石綿含有建材の調査

資料採取箇所

調査範囲

・ 図示による ・

貸与資料

・　図示による

・　「石綿則に基づく事前調査のアスベスト分析マニュアル【第2版】」の１.７.11による

・

分析対象

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

トレモライト

・

［１.５.１］

シーリング防水工事作業

セメント系防水工事作業

塩化ビニル系シート防水工事作業

合成ゴム系シート防水工事作業

アクリルゴム系塗膜防水工事作業

ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

アスファルト防水工事作業

・

・

・

・

・

・

・

防水工事 防水施工

改質アスファルトシート常温粘着工法防水工事作業・

FRP防水工事作業・

法防水工事作業改質アスファルトシートトーチ工・

タイル張り作業タイル張りタイル工事 ・

左官作業

内外装板金作業

鋼製下地工事作業

左官工事 左官

金属工事
建築板金

内装仕上げ施工

・

・

・

工事屋根及びとい 内外装板金作業建築板金 ・

自動ドア施工作業

ガラス工事作業

ビル用サッシ施工作業

建具工事

自動ドア施工

ガラス施工

サッシ施工

・

・

・

建築塗装作業塗装工事 塗装

・外壁改修工事 樹脂接着剤注入施工 樹脂接着剤注入作業・

工事名称

図面名称

図面No

設計

福山市教育委員会事務局管理部施設課

２

調査範囲

調査報告書の部数（　・　１部　　・　　　　）

４章　外壁のひび割れ部、欠損部、浮き部の調査

施工範囲は「工事区分表」又は別紙図面の記載による。

国土交通省大臣官房官庁営繕部

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

（７）

防水改修工事特記仕様書2026年5月

福山市立駅家小学校プレハブ校舎屋根防水改修工事

広島県福山市駅家町大字倉光１００番地

プレハブ校舎 屋根防水改修工事

次の工事について保証書を提出する。

材料名

・ 10

保証年限

年塗膜防水

・

防水工事

技能士においては、積極的な活用を図ること。

技能検定の職種及び作業の種別は次表による。

建築改修工事仕様Ⅱ

１．

（建築工事編）令和７年版」（以下「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和７年

版」（以下「標準仕様書」という。）によるほか、下記仕様書等のうち、○を付けたものを適用する。

・　建築工事標準詳細図（令和４年版）（以下「標準詳細図」という。）

電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事特記仕様書を適２．

用する。なお、電気設備工事の工事特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の工事特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

３．特記仕様書の適用は次による。

   ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・　印の付いたものを適用する。

（１）項目は、・　印の付いたものを適用する。

   ・ 印と　※　印の付いた場合は、共に適用する。

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書

（３）特記事項に記載の［  .  .  ］内の表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・　建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）国土交通省大臣官房官庁営繕部

４

３

５

６

７

８

仮設工事２

防水改修工事

外壁改修工事

建具改修工事

内装改修工事

塗装改修工事

耐震改修工事

９ 環境配慮改修工事

・「３．工事種目」のうち　　　　　　　　　の全てを工事範囲とする。

４．工事範囲

※「３．工事種目」全てを工事範囲とする。

　ただし、その他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

・「３．工事種目」のうち　　　　　　　　　の工事範囲は次表のとおりとする。 (1)

 (1)

 (1)

 (1)

工事範囲工事種目

完成時の

提出図書

提出図書

※

・

改修標準仕様書１.９.２及び１.９.３による

７

塗
装
改
修
工
事

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 ［７.１.３］

※　F☆☆☆☆　　・　

防火材料　

※　屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

・　次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　） 

・　材料

塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲 ［７.２.１］・　下地調整

［７.２.３～７.２.７］

下地調整の種別
下地面の種類 ひび割れ部の補修

塗替え

木部 ※ RB種　　・　 　　　 －

鉄鋼面 ※ RB種　　・　 　　　 －

亜鉛めっき鋼面 ※ RB種　　・　 　　　 －

亜鉛めっき鋼面
※ RB種　　・　 　　　 －

（鋼製建具等）

・ 行う
モルタル、プラスター面 ※ RB種　　・　

・ 行わない

コンクリート面(DP以外)、 ・ 行う
※ RB種　　・　

ALCパネル面 ・ 行わない

押出成形セメント板面、 ・ RA種　　・ RB種 ・ 行う

コンクリート面（DP） ・ RC種 ・ 行わない

せっこうボード面及び
※ RB種　　・　 　　　 －

その他ボード面

　※ 劣化部分は除去し、活膜部分は残す　　・　

引渡し後点検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後

引渡し後点検

・

・　図示による　　・　

石綿含有建材の処理 　

・

・　埋立処分(安定型最終処分場)

調査の結果による。

［９.１.１］石綿含有建材除去後の仕上げ工事・・　石綿含有建材の

除去工事

９

環
境
配
慮
改
修
工
事

［９.１.５］

除去対象範囲

・　図示による

・　　石綿含有成形板等の除去

除去工法

養生方法

..

改修標準仕様書9.1.5（2）による。

除去した石綿含有成形板等の処分

・　中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

養生シート等

・　塗装

※ Ｂ種　　・ Ａ種※ Ｂ種　　・ Ａ種・ 木材保護塗料塗り(WP)

・ ピグメントステイン塗り

※ Ｂ種　　・ Ａ種※ Ｂ種　　・　・ ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・ Ａ種　　・ Ｂ種※ Ｂ種　　・　・ 合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

※ Ａ種　　・ Ｂ種※ Ｂ種　　・　屋内の亜鉛めっき面
   イント塗り(EP-G)

・ Ａ種　　・ Ｂ種※ Ｂ種　　・　屋内の鉄鋼面
   エマルションペ

※ Ａ種　　・　※ Ｂ種　　・　屋内の木部
・ つや有合成樹脂

・ Ａ種　　・ Ｂ種・ Ｂ種　　・ Ｃ種　コンクリート面等

・ C-1種　　・　
セメント板面

・ B-1種　　・　・
コンクリート面及び押出成形

・ A-1種　　・　

上塗り等級（　　　）級  　(DP)
－・

亜鉛めっき鋼面 ・ 耐候性塗料塗り

－・
鉄鋼面

※ Ｂ種　　・ Ａ種※ Ｂ種　　・ Ａ種・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) 

　　　　　　　　)　　　　　　　　)

（着色塗料の種類：（着色塗料の種類：

・ Ａ種・ Ａ種

※ Ｂ種※ Ｂ種・ クリヤラッカー塗り(CL)

※ Ｂ種　　・　※ Ｂ種　　・　亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）・ ２種

※ Ｂ種　　・　※ Ａ種　　・　亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）    ※ １種

※ Ｂ種　　・ Ａ種※ Ｂ種　　・　鉄鋼面 塗装の種類

※ Ｂ種　　・　※ Ｂ種　　・　木部屋内 　イント塗り(SOP) 

※ Ａ種　　・　※ Ｂ種　　・　木部屋外・ 合成樹脂調合ペ

新規塗替え
塗装面塗装の種類

工程

［７.５.２～７.13.２］

錆止め塗料塗りの種別 ［７.４.２～７.４.３］

素地面 塗装の種類 塗料の種別 工程の種別

SOP 塗替え As種 ※ Ｃ種　　・　

錆止め塗装のまま 新規見え掛り As種 ※ Ａ種　　・　

(工程の種別は表７.４.３) 新規見え隠れ As種 ※ Ｂ種　　・　

塗替え ※ Bs種　・ As種 ※ Ｃ種　　・　
EP-G

新規見え掛り ※ Bs種　・ As種鉄鋼面 ※ Ａ種　　・　
(工程の種別は表７.４.３)

新規見え隠れ ※ Bs種　・ As種 ※ Ｂ種　　・　

７.４.２(１)(イ) ・ Ｂ種(下地調整RB種)
塗替え

DP （b）による。 ・ Ｃ種(下地調整RC種)

(工程の種別は表７.４.４) ７.４.２(１)(イ) ・ Ａ種
新規

（a）による。

塗
替
え

鋼製建具等 ※ Az種　・ Bz種 ※ Ｃ種　　・　

SOP その他 ※ Bz種　・　 ※ Ｂ種　　・　

(工程の種別は表７.４.５) 新 鋼製建具等 ※ Az種　・ Bz種 ※ Ａ種　　・　

規 その他 ※ Bz種　・　 ※ Ｂ種　　・　
亜鉛

塗替え Cz種　　・　 ※ Ｃ種　　・　
めっき EP-G

新 鋼製建具等 Cz種　　・　 ※ Ａ種　　・　
鋼面 (工程の種別は表７.４.５)

規 その他 Cz種　　・　 ※ Ｂ種　　・　

DP 塗替え Bz種　　・　 －

(工程の種別は表７.４.６) 新規 Bz種　　・　 －

・　錆止め塗料塗り

・　素地ごしらえ ［７.３.２～７.３.７］

下地面等 種別

不透明塗料塗りの場合 ※ Ａ種　　・ Ｂ種
木部

透明塗料塗りの場合 ※ Ｂ種　　・ Ａ種

鉄鋼面（DP以外） ※ Ｃ種　　・ Ａ種　　・ Ｂ種

鉄鋼面（DP） ※ Ｂ種　　・ Ａ種　　・ Ｃ種

亜鉛めっき鋼面 ・ Ａ種　　・ Ｂ種

モルタル面及びプラスター面 ※ Ｂ種　　・ Ａ種

コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面 ※ Ｂ種　　・ Ａ種

押出成形セメント板面及びコンクリート面（DP） ※ Ｂ種　　・ Ａ種

せっこうボード面及びその他ボード面 ※ Ｂ種　　・ Ａ種

防水層の種別・　塗膜防水 ［3.6.2、3]

・　図示による

　

シーリング材の目地寸法　・既存合わせ

接着性試験　　※ 簡易接着性試験　　・ 引張接着性試験 

　・ 図示による　・ 打継目地

仕上げを行わない施工箇所

　下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による

シーリング材の種類、施工箇所

　　　エッジング材張り　　　　・ 適用する　・ 適用しない

　　　ボンドブレーカー張り　　・ 適用する　・ 適用しない

　・ ブリッジ工法

　・ 拡幅シーリング再充填工法　・ シーリング再充填工法　・ シーリング充填工法

シーリング改修工法の種類・　シーリング

PU-2ハゼ部、棟部

シーリング材の種類（記号）施工箇所

［3.7.2～3、3.7.7]

３
　
防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事

［3.2.6]

［3.1.4]［3.2.3、4、6]

［3.1.3]

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　※ 図示。図示が無いものは監督職員と協議する。

部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理　※ 図示。図示が無いものは監督職員と協議する。

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出入口

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去　（ ・ M4AS　　・ M4ASI　　・ M4C　　・ M4DI　　・ L4X）

既存防水層の撤去　・ 行う（範囲　※ 図示　・ 　　　　）　　　　　・ 行わない  

既存保護層の撤去　・ 行う（範囲　※ 図示　・　　 　　）　　　　　・ 行わない 

※ 改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による。

既存下地の処置・

・

・

既存防水の処理

養生方法

降雨等に対する

工事用電力

利用できる（　・　有償　　・　無償　）

・

・利用できない・

構内既存の施設 

利用できる（　・　有償　　・　無償　）

・

・利用できない・

構内既存の施設 工事用水

［２.４.１］

・　設置しない・　設置する

・ 事務所等

建物

監督職員事務所等監督職員

養生方法（　※　ビニルシート、合板等　　・　　　　　　）

受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。 

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた場合は、

［２.３.１］

養生方法（　※　ビニルシート等　　・　　　　　　） 

・　既存家具、既存設備等

・　既存部分

養生方法等・　既存部分の養生

仮
　
設
　
工
　
事

・　設置しない

仮囲い等（鋼製仮囲い） ［２.２.１］［表２.２.１］

・　設置する（設置範囲　　・　工事に必要な範囲　　・　　　　　　）

・　足場等２

電子データ形式等は、監督職員の指示による。

・ 写真帳　1部・アルバム（Ａ４判程度）　1部電子データ※

検査後１４日以内に提出する。

（提出仕様

※

・ 各室 1280×960ピクセル以上かつデジタルカメラの設定のうち最高の画質

画質等： 外景 4500×3000ピクセル以上で画像補正を行ったもの・

工事完成時に次の完成写真を撮影し、監督職員に提出する。

）

）

・電子データ　JPEG フルカラー形　式：

各室４面、外景４面

（

（

撮影仕様

撮影箇所

・ 完成写真

※ 工事請負契約締結後、監督職員から通知

・ 技術検査 中間技術検査

・ 実施回数(　　　　)回

・ 実施する段階（　　　　　　　　　　）

［１.８.２］

上塗り等級（　１　）級 



▲

軒樋

部位 記号 既存仕上げ

工事記号及び改修内容

改修内容

屋根 イ

ロ

ハ

鋼板 t=0.5

幕板 鋼板 見え掛かり部 下地調整の上、DP塗装

図面ＮＯ．

A2：100％
A3： 71％

図面名称

工 事 名 福山市教育委員会事務局管理部施設課福山市立駅家小学校プレハブ校舎屋根防水改修工事

普通

他

プール

屋内運動場

残

16 -3 R1-273

16 -4

R1-2

16 -2 R3-2296

普通特別教室棟

19 楽焼小屋

B1-9

受水

受電

吹

吹

吹

25 R2-782

プ

倉

20
倉庫

B1-22

焼

飼

倉

8ｺｰｽ

15 B1-36

26

27

便所

B1-16

園芸倉庫

S1-7

H-9.8  L-60H-1.5  L-20H-1.5  L-21

28 S1-68
一般倉庫

付属棟 13 B1-74

給食棟 普通特別教室棟

管理普通特別教室棟

ﾌﾟｰﾙ附属棟

ﾌｪﾝｽ ﾌｪﾝｽ 防球ﾌｪﾝｽ

旗1
2 

-
2 

S1
-
66

防球ネット

H-10.0

L-44.0

16 -1 R3-1582

12 -1 S1-855

ネットﾌｪﾝｽ

H-1.8  L-(2＋1.65)

14 S1-156

普通

29  S1-132

フェンス  H-4.0  L-60

他 他
目的外

83㎡
目的外

83㎡133㎡目的外

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

H-1.2  L-70

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

H-1.2  L-35

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

H-1.2  L-52

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

H-1.8  L-14

L-111

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

H-1.8 L-58

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

H-1.5  L-26.0

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

H-1.5  L-15

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

H-1.5  L-13

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

H-1.5  L-23

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

H-1.5  L-34

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H-1.8

普通

普通
(特支)

(特支)
(特支)

普通
(特支)

普通
(特支)

工事建物
プレハブ校舎

運動場

法成寺

小豆田池

新市線

駅家駅

福塩線至府中

駅家支所

工事場所
福山市立駅家小学校
福山市駅家町大字倉光１００番地

１５６㎡

新築工事の着工日

延べ面積

解体の作業の対象
となる床面積の合計

・耐火　　・準耐火　　・その他

階　数

構　造

耐　火

住　所

名　称

・木造　　・ＲＣ造　　・Ｓ造　　・その他

　　　㎡

建築物の概要

施工時は、安全対策用親綱設置、墜落制止用器具を使用すること。
建物周囲に足場設置（先行足場600枠　階段共）、養生シート張り。
昇降部分は、鋼製仮囲い、施錠可扉付仮囲いH2000設置。渡り桟橋設置。

福山市駅家町大字倉光１００番地

地上１階

福山市立駅家小学校プレハブ校舎

１９６７年４月１日

配置図　Non Scale

附近見取図
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2,000

150

1 2 3 4 5 6

3,400 3,400 2,000 3,400 3,400
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150

19,600

Ａ

Ｂ

屋根伏図　S=1/100

附近見取図・配置図・屋根伏図・断面図

鋼製仮囲い
H2.0m L=14.0m

金属瓦棒葺き t=0.5

全面ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ RB種、高圧水洗浄、高強度ｳﾚﾀﾝ防水密着工法（高反射仕上）t=2.0

ハ

150

1
6
0

65
0

230

7
5

ロ

イ

３
2026年5月

全面ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ RB種、下地補修、高圧水洗浄、ﾊｾﾞ部・端部・ｼﾞｮｲﾝﾄ部ｼｰﾘﾝｸﾞ

変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂防錆ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水密着工法（高反射仕上） t=2.0

▲ ▲ ▲

▲

○Ａ 断面図　S=1/10



図面ＮＯ．

A2：100％
A3： 71％

図面名称

工 事 名 福山市教育委員会事務局管理部施設課福山市立駅家小学校プレハブ校舎屋根防水改修工事

立面図

軒樋

部位

屋根

工事記号及び改修内容

記号 既存仕上げ 改修内容

イ

ロ 鋼板 t=0.5

ハ幕板・柱
幕板鋼板
ﾋﾟﾛティ柱φ130鋼管柱・H型鋼250*175

見え掛かり部 下地調整の上、DP塗装

金属瓦棒葺き t=0.5

全面ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ RB種、高圧水洗浄、高強度ｳﾚﾀﾝ防水密着工法（高反射仕上）t=2.0

ニ軒裏 ｽﾚｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ1,000*1,000（みなし石綿含有） 破損部撤去の上、張替（下地補修共）

2026年5月
４

全面ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ RB種、下地補修、高圧水洗浄、ﾊｾﾞ部・端部・ｼﾞｮｲﾝﾄ部ｼｰﾘﾝｸﾞ

変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂防錆ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水密着工法（高反射仕上） t=2.0
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§工事名称 福山市立駅家小学校プレハブ校舎屋根防水改修工事

§工事場所 福山市駅家町大字倉光１００番地

1 この数量書は、福山市建設工事請負契約約款１条に定める「設計図書」ではなく

参考数量です。従って、契約後の変更等を含意するものではありません。

2 数量の算出は次の基準によっています。

※ 「建築数量積算基準・同解説」 （建築工事積算研究会制定）

参考数量書

特記事項



福 山 市

設 計 書

工事名称 福山市立駅家小学校プレハブ校舎屋根防水改修工事

工事場所 福山市駅家町大字倉光１００番地

【工事概要】  
屋根防水改修・・・一式



福 山 市

工事費内訳 1

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接工事費

直 接 工 事 費

1

式

計

共通費

共通仮設費

1

式

現場管理費

1

式

一般管理費等

1

式

計

工事価格

1

式

消費税等相当額

1 消費税率 10 ％

式

工事費

1

式



福 山 市

工事種別内訳 2

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直 接 工 事 費

1

式

計



福 山 市

直 接 工 事 費 種目別内訳 3

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

屋根防水改修工事

1

式

計



福 山 市

直 接 工 事 費 科目別内訳 4

屋根防水改修工事

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

仮 設

1

式

防 水

1

式

外 装

1

式

塗 装

1

式

建設発生材等

1

式

計



福 山 市

直 接 工 事 費 中科目別内訳 5

屋根防水改修工事

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

仮 設 直接仮設

1
式

計

防 水

1
式

計

外 装

1
式

計

塗 装

1
式

計

建設発生材等 建設発生材

1
式

計



福 山 市

直 接 工 事 費 細目別内訳 6

屋根防水改修工事 仮 設 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

養生 露出防水･簡易防水(塗膜･ｼｰﾄ)

(屋上防水改修) 252
㎡

整理清掃後片付け 露出防水･簡易防水(塗膜･ｼｰﾄ)

(屋上防水改修) 252
㎡

くさび緊結式足場 建地幅600

(手すり先行方式) 掛払い手間 基本料 供用賃料

10m未満 修理費 安全手摺 運搬費含む

60日

284
㎡

ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り 防炎性能 JIS A 8952 Ⅰ類

掛払い手間、賃料 修理費 284
基本料 運搬費含む 60日 ㎡

親綱設置 安全対策費 ｱﾝｶｰ設置個所補修共

1
式

飛散防止措置

手元作業養生 1
式

計



福 山 市

直 接 工 事 費 細目別内訳 7

屋根防水改修工事 防 水

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

屋根、下屋根

全面ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ 瓦棒屋根

RB種 244
㎡

下地補修 ﾌﾞﾁﾙｺﾞﾑﾃｰﾌﾟ張り・ｼｰﾘﾝｸﾞ等

1
式

高圧水洗浄 瓦棒屋根

244
㎡

ｼｰﾘﾝｸﾞ打設 瓦棒屋根

取合 10*10 1,058
ｍ

変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂防

錆ﾌﾟﾗｲﾏｰ 244
㎡

超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水 瓦棒屋根

密着工法 t=2.0 高反射仕上 244
㎡

軒樋

全面ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ RB種

11.9
㎡

高圧水洗浄

11.9
㎡

高強度ｳﾚﾀﾝ防水密 箱樋

着工法 t=2.0 高反射仕上 11.9
㎡

計



福 山 市

直 接 工 事 費 細目別内訳 8

屋根防水改修工事 外 装

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

天井合板･ﾎﾞｰﾄﾞ 一重張り 石綿含有

撤去 集積共 1
㎡

天井下地撤去 集積共

1
㎡

天井下地 施工手間 吊木共

1
㎡

天井 けい酸 ﾀｲﾌﾟ2(ﾉﾝｱｽ)0.8FK 厚 6

ｶﾙｼｳﾑ板張り 突付け 1
㎡

計



福 山 市

直 接 工 事 費 細目別内訳 9

屋根防水改修工事 塗 装

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ＤＰ塗り 鉄鋼面 1級

下地調整RB種共 71
下塗り（錆止）共 ㎡

ＥＰ塗り けい酸ｶﾙｼｳﾑ板面 工程B種(見上)

素地B種 1
㎡

計



福 山 市

直 接 工 事 費 細目別内訳 10

屋根防水改修工事 建設発生材等 建設発生材

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

建設発生材運搬費 混合廃棄物

0.2
ｔ

建設発生材処理費 混合廃棄物

0.2
ｔ

建設発生材運搬費 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有材

1
式

建設発生材処理費 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有材

0.1
ｔ

計



福 山 市

共通仮設費（積上分） 明細 11

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

成形鋼製仮囲い 設置費 撤去費 基本料

H=2.0m 供用賃料 修理費 運搬費 14
60日 ｍ

親綱設置 安全対策費 ｱﾝｶｰ設置個所補修共

1
式

石綿作業主任者

1
式

保護具 防護眼鏡･防塵ﾏｽｸ･防護手袋

1
組

計


